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⑦ RTKLIB の展開 

 RTKLIB_bin_2.4.3_b31.zip 

   Windows 用の実行ファイル群を圧縮したファイルです． 

RTKLIB_2.4.3_b31.zip 

   RTKLIB のソースコードを zip 圧縮したファイルです 

①  デスクトップ等に ZIP ファイルを展開します。（ロ）（ハ）2 つとも 

②  それぞれのフォルダには多くのファイルが格納されています。 

③  RTKLIB_bin_2.4.3_b31 のフォルダに格納されている rtkconv.exe と

rtkpost_mkl.exe のショートカットをデスクトップに作ります。 

（rtkpost.exe rtkpost_win64.exe でも PC によっては可です） 

 

 

 

フ ォ ル ダ 内 に は 重 要 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 多 く 含 ま れ て い ま す が 今 回 の

Static 測位演算に必要なアプリケーションは rtkconv と rtkpost です。 

 

⑧ u-center の setup 
u-centersetup_v18.11.zip を展開してセットアップファイルを実行 

すると U-center がインストールされます。 

 



デスクトップなどにショートカットを作っておくと便利です。 

U-center は U-blox 社製品を使う際の設定等に頻繁に利用します。 

 

GNSS・ Static ロ ガ ー NSP-1 は U-blox 社 製 の GNSS 受 信 モ ジ ュ ー ル 

NEO-M8T を使っているので U-center をインストールしておくと便利です。 

 

⑨ Static 測位演算・実践マニュアル 

９-1 NSP-1 に記録される data の加工（任意） 

    NSP-1 には記録媒体としてマイクロ SD カードがついています。 

    現地で実測した後、事務所で後処理計算を行う訳ですが、マイクロ

SD カードを NSP-1 の Openlog から取り出し、RTKLIB や U-center

がインストールされている PC にマイクロ SD カードに記録された

data を取り込む必要があります。 

data のファイル名は測点名や観測セッション名等に変えて整理し

ておかないと計算の際、混乱しますので注意してください。 

 

この CD には既に実測した data が 3 測点分入っているのでその data

を使って Static 計算を体験します。 

ファイル名には測点名を付けてあります。 

 

NSP-1 に記録・生成される data のファイル形式は TXT ですがバイナ

リ形式なので拡張子を変更しても大丈夫です。 

そこで拡張子を「.TXT」から「.ubx」に無理やり変更してみます。 

 

  
 

 9-2 Rawdata を U-center で再生する。（任意） 

拡張子を変更したファイルは U-blox Rawdata なのでファイルをク

リックすれば U-center が立ち上がり再生できます。 

 

TXT の場合は U-center を立ち上げ、ファイル（2019.10.6NO1.TXT）

を開きます。 



ます。平面直角座標系における座標系や縮尺係数などは、曲面を量的不整合

なく平面に投影する方法で、距離補正等意識しなければなりません。 

位置座標を最初から準拠楕円体上の緯度、経度、楕円高で捉えれば平面への

投影を意識する必要はありません。 

 

と言う事ですが、やはり現場での精度検証等の際は、平面直角座標系で考え

た方がしっくりきます。  

そこで、平面直角座標と緯度、経度の相互換算を頻繁に行う事となります。 

 

平面直角座標と緯度、経度との相互変換などの計算には 

国土地理院の「測量計算サイト」が便利です。 

 

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 

 

 
 

9-4 U-blox・Rawdata を RINEX 形式に変換する。 

GNSS 衛星から受信した Rawdata（生 data）は受信機メーカー毎に形式が異

なります。 

NSP-1 に 搭 載 し た GNSS 受 信 モ ジ ュ ー ル NEO-M8T は U-blox 社 製 な の で

U-blox・ Rawdata を GNSSdata の共通フォーマット RINEX 形式に変換する必

要があります。 

＊国土地理院は電子基準点 data を RINEX 形式で公開しています。 

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html
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